
　2025年９月16日、愛媛銀行は創業110周年を迎えます。当行は1915年（大正４年）の創
業以来、時代の変化に柔軟に対応しながら、地域の皆さまとともに歩んでまいりました。
この節目にあたり、本稿ではこれまでの歩みを振り返ります。

1915年（大正４年）創業  −無尽業からの出発

　愛媛銀行のルーツは、1915年に設立された「東豫無尽
蓄積株式会社」です。当時、地域の人々が資金を融通し
合う仕組みとして無尽業が広く活用されており、当行も
この仕組みを通じて地域の金融ニーズに応えてきまし
た。その後、地域の金融ニーズの高まりを受け、無尽業
の枠を超えた金融機関の発展が求められるようになりま
した。

1943年（昭和18年）−愛媛無尽株式会社の設立

　戦時中の金融統制により、県内の無尽会社５社が合併し、「愛媛無尽株式会社」が誕生
しました。戦後の復興期には、地域経済の再建を支える役割を果たし、個人・企業向けの
金融サービスを拡充していきました。

1951年（昭和26年）−相互銀行へ転換

　相互銀行法の施行に伴い、「株式会社愛媛相互銀行」
へ商号を変更しました。これにより、預金・貸出業務
が拡充され、地域金融機関としての機能が強化されま
した。高度経済成長期には、中小企業の成長支援や住
宅ローンの拡充を進め、地域経済の発展を支える重要
な役割を担いました。

当行の沿革

東豫無尽蓄積株式会社（撮影年不詳）

松山市勝山町に本店社屋（現社屋）を
新築移転（1960年）
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1989年（平成元年）−普通銀行へ転換、株式会社愛媛銀行の誕生

　金融制度の変革を受け、普通銀行へ転換し、「株式会社愛媛銀行」として新たなスター
トを切りました。これにより、法人向け融資、資産運用、外貨預金などの多様な金融商品・
サービスの提供が可能となり、地域により密着した総合金融機関へと発展しました。

2000年代  −地域活性化と新サービスの展開

　2000年代に入ると、金融業界は大きな変革を迎えました。当行もインターネットバンキ
ングの導入やキャッシュレス決済の普及推進など、デジタル化に対応した金融サービスの
提供を強化しました。また、地域活性化の観点から、各種ファンドを活用した地元企業の
成長支援や地方創生プロジェクトにも積極的に取り組みました。

2020年代  −デジタル化とサステナビリティへの対応

　近年、金融業界ではデジタル化が急速に進展
しています。当行もオンラインサービスの強化
やスマートフォンアプリの機能拡充、AIを活
用した金融相談サービスの提供などを進めると
ともに、フィンテック企業との連携を深め、利
便性の高い金融サービスの提供を目指していま
す。また、ESG（環境・社会・ガバナンス）経
営の推進により、地域社会の持続可能な発展を
支援する取組みを強化しています。サステナブ
ルファイナンスの提供や、地域の脱炭素化支援
にも積極的に取り組んでいます。

創業100周年記念碑（2015年） 創業100周年を記念して建て替えた久米支店（2015年）
−地域活性化の一環として、久万高原町産の

スギやヒノキを活用

ZEB認証を取得し、環境に配慮した店舗へと
生まれ変わった西条支店（2023年）

−創業の地である西条市に環境配慮型店舗を建設
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2025年（令和７年）−創業110周年と新たな挑戦

　創業110周年を迎えた当行は、地域経済のさらなる発展に向け、新たな戦略を展開して
います。その一環として、金融機関の枠を超えた広域連携の強化にも取り組んでいます。
例えば、西瀬戸地域の経済活性化を目的としたパートナーシップ協定を締結し、地域社会
の課題解決、スタートアップ支援、地域企業の成長支援など、多面的な連携を進めていま
す。また、地域商社を活用した公民連携の取組みも推進し、地方の魅力ある産品の流通支
援、販路拡大、地域資源を活かした新規ビジネスの創出にも取り組んでいます。第18次中
期経営計画「変革への挑戦 ３rd stage」のもと、これからもお客さまに寄り添い、地域
の発展に貢献してまいります。

　愛媛銀行は、これからも「地域とともに歩む銀行」として、新たな価値創造に挑戦し、
地域の皆さまとともに、新たな未来を創造してまいります。

創業以来、一貫して「無尽」の精神を忘れることなく、
地域の皆様に寄り添い、地域の皆さまにとって
かけがえのない銀行を目指して歩み続けています。

昭和32年
総預金

100億円

昭和41年
総預金

500億円

昭和44年
総預金

1,000億円

昭和53年
総預金

5,000億円

昭和62年
総預金
１兆円

平成24年
総預金
2兆円

令和6年
総預金

2兆6,507億円
総貸出金

1兆9,424億円

令和2年

社会の
動き

大正4年

創業

目指す姿
お客さまに
寄り添い

地域の発展に
貢献する

大正4年9月
東豫無尽蓄積株式会社設立
無尽業法の成立を受け、愛媛県内最初の
無尽会社である「東豫無尽蓄積株式会社」
が西条市で設立されました。

昭和18年
愛媛県内の無尽会社5 社が
合併し愛媛無尽株式会社を
設立

昭和26年
相互銀行に転換、
愛媛相互銀行となる

昭和60年 東京証券取引所市場
第一部へ上場

平成元年 普通銀行に転換、
愛媛銀行となる

平成27年 創業100周年式典

令和2年
山口フィナンシャルグループと
「西瀬戸パートナーシップ協定」
の締結

令和4年 東京証券取引所
プライム市場へ移行

令和6年
第 18 次中期経営計画
スタート

総預金
総貸出金

昭和57年
総貸出金

5,000億円

平成5年
総貸出金
1兆円

平成28年
総貸出金

1兆5,000億円

平成19年
総預金

1兆5,000億円

平成12年昭和55年昭和35年
令和2年 新型コロナの世界的流行

昭和20年 終戦 昭和39年 東京オリンピック 昭和48年 第一次オイルショック 平成17年 ペイオフ全面解禁 令和3年 東京オリンピック

昭和21年 南海大地震発生 昭和45年 日本万国博覧会 昭和54年 第二次オイルショック 平成20年 リーマンショック 令和4年 ロシアによるウクライナ侵攻

令和6年 マイナス金利政策解除

愛媛銀行のあゆみ
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